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　 1． 口蓋過剰歯の抜歯窩を利用した鼻口蓋管嚢胞開
窓術の 1例
副島将路，林　幸雄（成田日赤）
　患者は34歳男性。2006年 9月に口蓋過剰歯の抜歯を
希望し当科受診。上顎正中部に34㎜×25㎜大の比較的
巨大な上顎骨嚢胞を認めた。嚢胞腔は過剰歯と交通し
ていたため抜歯窩を利用した開窓術を行った。術後 1
年 9ヶ月で嚢胞腔の著明な縮小を認めたため2008年10
月に嚢胞摘出術を施行し病理組織診断にて鼻口蓋管嚢
胞の診断を得た。開窓療法により病変が縮小し，隣接
した上顎前歯の歯髄保存が可能となった。
　 2． 下顎骨に発生した類皮嚢胞の 1症例
武井雅子，中津留　誠
（千葉医療センター）
篠塚啓二　　（千大）
　類皮嚢胞は通常口腔領域では軟組織に発生する。今
回報告症例の少ない顎骨内に発生した類皮嚢胞を経験
した。本症例は嚢胞が大きく，摘出後には大きさから
も開窓術が最適であったと思われたが，患者の強い希
望により嚢胞摘出後にリン酸カルシウム骨ペーストを
補填し閉創した。現在，経過良好であるが今後も厳重
に経過観察を続けていく予定である。
　 3． 抜歯における偶発症の検討
清水俊宏，小河原克訓（千大）
　他施設での抜歯後に起こった偶発症で，過去10年間
に当科を受診した286名について臨床的検討を行った。
最も多かった偶発症は術後疼痛で，次いで術後感染，
術後出血，抜歯中断であった。患者の基礎疾患として
術後疼痛・術後感染は糖尿病，術後出血は循環器疾患
が，抜歯中断の原因としては根の解剖学的要因が最も
多かった。これらの結果より，問診による全身状態の
把握と術前のX線写真による精査が重要であることが
わかった。
　 4． 臍帯血移植により永久歯の萌出をみた大理石骨
病児の長期観察例
甲原玄秋（千葉県こども）
　大理石骨病で臍帯血移植を受けた小児を約13年間口
腔管理する機会を得た。主訴が乳歯萌出遅延の 4歳児
の男児である。 7歳時に臍帯血移植が施行された。そ
の後，骨の改造が進み著明な貧血は改善し，14歳時に
は25歯の永久歯の萌出をみた。齲蝕予防と指導を徹底
して行うことで，骨髄炎を生じることなく経過するこ
とができた。大理石骨病児で臍帯血移植を受け多数歯
の萌出をみた報告はないためここに報告した。
　 5． 幼児期の大量化学療法，末梢血幹細胞移植によ
る多数歯形成障害例の歯の予後
甲原玄秋（千葉県こども）
　 2歳時に神経芽腫のため化学療法，末梢血幹細胞移
植を受けた小児に12歯の永久歯部分無歯症，24歯の乳
歯，永久歯の歯根短縮がみられたことを第19回本学会
で報告した。18歳の現在欠損した小臼歯に先行する乳
歯は歯根短縮ながら全て保存でき咀嚼障害はない。適
切な管理で歯根短縮の乳歯は交換期を過ぎても保存で
きることが立証され，今後小児がん治療による歯の形
成障害例の口腔指導に役立てたい。
　 6． 第Ⅷ因子インヒビター形成のため止血困難で
あった小児口腔外傷の 1例
甲原玄秋（千葉県こども）
　第Ⅷ因子インヒビター形成を伴う 2歳男児の上顎歯
槽骨骨折による出血に対し上顎歯列全体を覆うスプリ
ント装着，ノボセブンとトランサミンの点滴静注で止
血を図った。夜間再出血を生じ， 6日間（ 6回）バイ
パス療法を必要とした。しかし，僅かな出血が続いた
ためスプリントを継続し 8日に止血状態を得た。さら
に 2日間スプリントで創面の保護を行った。出血によ
り貧血を生じたが鉄剤の投与で回復した。
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　 7． 口腔癌患者における術後全身感染症の臨床統計
小池一幸，小河原克訓（千大）
　過去10年間，当科にて悪性腫瘍に対し一次手術を施
行した324症例のうち10症例（ 3 %）が術後全身感染症
と診断された。統計学的検討の結果，年齢では90歳以
上，部位では上顎歯肉，術中輸液量では6,000㎖以上，
術中出血量では1,500g以上，術中水分バランスでは
+4,000㎖以上の症例で全身感染症の発症率が有意に高
かった。適切な麻酔管理，術式選択等が術後全身感染
症発症予防につながると考えられた。
　 8． 千葉県済生会習志野病院歯科口腔外科の現況報
告
神津由直　（済生会習志野）
椎葉正史，横江秀隆（千大）
　平成18年 4月から平成20年 9月（ 2年 6カ月）まで
の当科初診患者1,537人を調査した。平均年齢は52.7歳，
性別（女性比）は55.8%，月平均新患人数は51.2人，紹
介率は15.3%であった。入院症例は57例，手術症例は
26例であった。他科からの依頼は血液内科が最も多く，
化学療法前に当科で検査，治療を徹底してきているた
めである。今後は入院，手術症例の増加，地域歯科医
師会との連携を目標にしている。
　 9． 当科における口腔悪性腫瘍症例の臨床的検討
高橋香織，鯨岡裕晃，中田康一　　
田中ひとみ，小室恵美，飛嶋大作　
斎藤謹子，秋葉正一（国保旭中央）
　2001年 4月～2008年 3月の 7年間に当科受診の口腔
悪性腫瘍症例91例について検討した。男性50例，女性
41例，平均年齢は67.3歳，部位別では舌38例（41.8％），
病理組織学的診断では扁平上皮癌が73例（80.2％）で最
も多かった。TNM分類ではT2N0が24例（27.0%）で
最多，M1症例は 2例のみ，病期分類はStage Ⅳが32例
（36.0%）で最多だった。部位別では舌と頬粘膜はStage 
0～Ⅱの初期症例が，上・下顎歯肉はStageⅢ～Ⅳの進
行症例が過半数以上を占めていた。
　10． 頬粘膜に発生した良性線維性組織球腫の 1例
鹿野文絵，西澤光弘，小池博文
高橋喜久雄　　　（船橋中央）
近藤福雄　（同・検査部病理）
　頬粘膜にみられた良性線維性組織球腫の 1例を経験
したので報告した。症例は60歳男性，右頬粘膜に直径
7㎜大の境界明瞭，可動性のある弾性硬の腫瘤を触
知した。切除物の病理組織学的所見では花むしろ状の
線維芽細胞と泡沫細胞が混在し，免疫染色にてKP-1，
α-antitrypsin，α-antichymotrypsin，Vimentinが陽性
を示したことから，良性線維性組織球腫の確定診断を
得た。
　11． 慢性関節リウウマチ患者に発生したMTX関連
リンパ増殖性疾患の 1例
小池博文，鹿野文絵，西澤光弘
高橋喜久雄　　　（船橋中央）
　舌病変を契機に発見されたMTX関連リンパ増殖性疾
患の 1例を経験したので報告した。患者70歳女性，RA
にて 2年前よりリウマトレックス 8㎎/週を内服中，舌
潰瘍を主訴に来院した。病理組織学的にはB細胞系由
来の悪性リンパ腫でEBVも陽性であったため，MTX
関連リンパ増殖性疾患と診断した。治療はMTXの中止
とR-CHOP療法にてCRを認めた。
　12． 当科における角化嚢胞性歯原性腫瘍の臨床統計
川畑彰子，遠藤洋右（千大）
　2005年より角化嚢胞性歯原性腫瘍は良性腫瘍として
扱うようになった。今回，過去10年間の当科における
本病変（10例）について検討を行った。
　【結果】智歯部を中心とした下顎に多く発生しており，
X線透過像は多房性が多かった。治療法は，開窓療法
が 5例だった。再発例は 1例で，病変が大きく下顎切
痕部に及んでいたため，掻爬が不十分であった可能性
が示唆された。今後も腫瘍としての経過観察が必要な
病変であると思われた。
　13． 潰瘍形成を伴った両側頬粘膜pseudolymphoma
（偽リンパ腫）の 1例
山本亞有美，武川寛樹（千大）
　両側頬粘膜に潰瘍を伴ったpseudolymphomaと考え
られた 1例を経験した。臨床症状からは悪性腫瘍が強
く疑われたが，病理結果では炎症所見であった。口腔
内に発現したpseudolymphomaはまれで，過去の報告
では腫瘤形成を特徴としており，本症例のように潰瘍
形成を伴った報告はみられない。当疾患は悪性リンパ
腫への移行形と考えられるため，本症例も悪性リンパ
腫の出現に十分な注意が必要である。
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　14． 経咬筋外側法（顎下部アプローチ）による下顎
骨関節突起骨折の治療経験
金沢春幸　　　（国保成東）
川畑彰子，鵜澤一弘（千大）
　関節突起骨折への外科的アプローチ法として耳前部，
下顎後方部，顎下部（リスドン法）切開等が用いられ
るが，いずれも顔面神経障害のリスクを伴う。咬筋外
側法は，顎下部皮膚切開から広頸筋・咬筋膜上を剥離
し途中咬筋切開を行い骨折端に達するもので，顔面神
経下顎縁枝の走行部位を避けることができる。 2症例
3関節に同法を用いプレート固定手術を行ったが術後
の神経障害なく有用なアプローチ法であった。
　15． 上顎骨及び頬骨骨折における合併症の予後
石毛俊作，椎葉正史（千大）
　上顎骨，頬骨骨折での合併損傷として咬合不全，開
口障害，顔貌変形，複視，眼窩下神経障害などがあるが，
そのうち眼窩下神経症状の治癒が最も遅れた。眼窩下
神経障害を認めた症例において神経管の開放を行った
症例のほうが行わなかった症例よりも予後は良好であ
る傾向を示した。したがって神経束の圧迫が懸念され
る場合には積極的な神経管の開放が望ましいと思われ
る。
　16． 頭蓋内病変を伴った顔面外傷の検討 : 特に硬膜下
水腫について
藤本俊輝，武川寛樹（千大）
　顔面外傷に合併して硬膜下水腫が発現した症例は，
当科受診50症例中12％と比較的高頻度であり，その多
くは高齢者であった。硬膜下水腫発現後，CTにより経
過を追うことは少ないと思われるが，広汎な損傷を伴っ
ていることが多く，続発して慢性硬膜下血腫に移行す
る症例もあり注意が必要である。また硬膜下水腫の発
現する部位は，前頭部打撃に対しては直撃損傷が多く，
後頭部打撃に対しては対側損傷が多い傾向を示した。
　17． 当科における口腔ケアの取り組みについて
松本憲政，加藤洋史，土肥　豊　　
泉　さや香，越川久美子，川又　均
今井　裕　　　　　　（獨協医大）
　獨協医科大学病院口腔外科では平成19年10月より口
腔ケア外来を開設し，他科入院患者の口腔内管理を行っ
ている。今回，当科における口腔悪性腫瘍患者の口腔
ケアの有用性について検討した。その結果，口腔悪性
腫瘍患者では，口腔ケア導入前に比べ導入後は入院期
間・抗生物質使用期間の短縮がみられ口腔ケアの有用
性が認められた。今後，さらに充実した口腔ケアを実
施することより患者のQOL向上に努める所存である。
　18． 降圧剤によると思われた口唇・舌・口底浮腫症
例の検討
齋藤伸枝，麻野和宏，松本憲政
品川泰弘，志水大地，川又　均
今井　裕　　　　（獨協医大）
　降圧剤により口唇・舌・口底浮腫を呈したと考えら
れた 3症例を経験した。全例ATⅡ受容体拮抗薬また
はCa拮抗薬を内服し，そのうち 1例は頸部の浮腫と呼
吸苦が主訴で喉頭浮腫による気道閉塞の恐れがあるた
め緊急入院した。ステロイドの投与ならびに吸入ネブ
ライザーで改善がみられた。降圧剤による口腔顎顔面
領域の浮腫発症の報告は少なく，今後，顎顔面の浮腫
に関しては本薬剤の内服既往について留意する必要が
あると思われた。
　19． AIDS患者の口腔内に発生し，急激な増殖を示し
たカポジ肉腫の 1例
瀬畑　香，角田賀子，斎藤伸枝　　
越川久美子，和久井崇大，川又　均
今井　裕　　　　　　（獨協医大）
　AIDS患者の口腔内に発生し，急激な増殖を示したカ
ポジ肉腫の 1例を経験した。2008年 5月10日，歯肉の
違和感を主訴に当科初診。左側下顎智歯周囲炎と診断
されたが，同年 4月 7日よりAIDS治療中であるため，
消炎の上，経過観察していた。 8月12日，内科主治医
が腫瘤の急激な増大に気付き，当科にて生検施行。カ
ポジ肉腫と診断され，内科にてHAART療法を継続し
ながら，当科では口腔ケアを行った。
　20． 下顎歯列狭窄症に骨延長術を応用した 2例
湯本夏子，岩成進吉，浅香陽介
佐藤貴子，石井輝彦，三宅正彦
扇内秀樹，米原啓之，大木秀郎
（日大口外）
　高度な下顎歯列狭窄を伴う顎変形症症例に対して下
顎正中部に骨延長術を適応した 2例を経験した。 2例
とも十分な歯列弓の拡大が得られ，また延長部は骨新
生も認められており，本法は有用な手段であると考え
られる。ただし，下顎前歯部は歯肉が菲薄で歯根間の
間隙が狭いため，CT，3D画像および実体模型などを
活用し，切開および骨切り部位を術前に十分検討する
必要があると考えられる。
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　21． 硬性鏡を用いた上顎洞内異物除去の 2例
西澤光弘，鹿野文絵，小池博文
高橋喜久雄　　　（船橋中央）
　上顎洞内異物に対し，硬性鏡を用いた内視鏡下上顎
洞内異物除去術を行い良好な結果が得られた 2例を経
験したので報告した。内視鏡下異物除去術は硬性鏡技
術に精通し，術前に十分な検討が必要である。しかし
従来法と比較すると，優れた視野や合併症の軽減，低
侵襲など多くの利点を有する術式であると思われた。
　22． 先天性下唇瘻の 1例
伊豫田　学，加藤義国，渡邉俊英
（君津中央）
　家族内発生がなく他の奇形との合併のない先天性下
唇瘻を経験した。患者は10歳女児。下唇赤唇部に直径
約 5㎜，円形の膨隆が左右対称にみられ各々の膨隆に
は瘻孔が認められ，圧迫により少量の分泌物がみられ
た。周囲組織を含めて切除した。瘻管の深さは右側 9
㎜左側 5㎜。文献的考察において，男女比は 1：1，両
側性での発生が78.1％であった。他の奇形との合併が
82.9％と多く，下唇瘻単独は17.1％であった。
　23． 下顎骨骨髄炎を疑ったLangerhans cell histiocy-
tosisの 1例
松井香織，西村　敏，荒井秀次　　　　
田中孝佳，大木秀郎　（日大・口外 1）
秀真理子，米原啓之　　（同・口外 2）
松本直行，小宮山一雄（同・歯・病理）
　【症例】45歳男性。
　【主訴】右側下顎部の疼痛。
　【現病歴】平成20年春に右側下顎に疼痛生じ某歯科受
診。精査加療目的に当科紹介来院。
　【現症】右下 5の打診痛。
　【画像所見】右下 5根尖部より下顎骨下縁に及ぶ境界
不明瞭なX線透過像を認めた。
　【臨床検査所見】赤沈，CRPはやや高値。
　【臨床診断】慢性骨髄炎。
　【処置および経過】全麻下に切除生検施行。病理組織
診断はLangerhans cell histiocytosisであった。
　24． 放射線性骨髄炎の病態と治療効果についての検
討
才藤靖弘，小野可苗（千大）
　1997～2008年 6月まで，当科にて放射線性骨髄炎
（ORM）の診断を受けた14例において①ORMの病態
についての統計学的検討②遅延性放射線反応評価基準
を用い，高気圧酸素療法（HBO）施行前後のgradeを
比較検討③慢性下顎骨骨髄炎との病態の比較を行った。
結果として照射後 3～ 6年の期間に発症することが多
く，長期にわたる経過観察が必要であると考えられた。
治療においてHBOは有効であると思われた。
　25． 入院下で加療したインプラント症例の検討
鯨岡裕晃，福野雅人，青木暁宣
中田康一，斎藤謹子，秋葉正一
（国保旭中央）
　インプラント治療において高度の顎骨吸収症例や多
数歯欠損の場合は多量の移植骨が必要となり腸骨など
口腔外から採骨するため外来治療が困難となる。その
ため当科では入院全身麻酔下でのインプラント治療を
行っている。今回その概要について検討したので報告
した。症例は平成17年 4月から平成20年 3月までの 3
年間に入院全身麻酔下にてインプラントの埋入術また
はインプラントに関連した骨造成術を行った22症例を
対象とした。
　26． 両側下顎に対称性に認められた埋伏智歯を背負
うように埋伏していた第 2大臼歯の 1例
河崎謙士，小越健次，中村　恵
花澤康雄　　（JFE川鉄千葉）
　患者36歳男性。初診2007年 1月24日。初診 1週間前
に左下顎臼歯部の疼痛を自覚。近歯科医院にて37，38
埋伏歯が原因と指摘され紹介された。現症，37，38，
47，48未萌出。画像上，左右ほぼ対称性に第 2大臼歯
が顎骨に埋伏しており第 3大臼歯は第 2大臼歯に背負
われるように水平に埋伏していた。患者の希望により
全身麻酔下にて両側埋伏歯を抜去した。経過は良好で
あった。
　27． 上顎に発生したglandular odontogenic cystの 1
症例
小越健次，河崎謙士，稲毛　恵
花澤康雄　　（JFE川鉄千葉）
　症例は41歳男性。初診の 5年前に15抜歯依頼で当科
へ紹介されたが放置し同部腫脹のため2006年 9月11日
初診。15根尖部歯肉に腫脹と波動を触知し，X線画像
検査で15残根に接触する類円形の軟組織様陰影像を認
めた。MRIではT2強調像でT1強調像より低値でやや
不均一な信号を示した。顎骨嚢胞と診断し全身麻酔下
で顎骨嚢胞摘出術を施行。病理組織学的診断 : glandu-
lar odontogenic cyst。
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　28． 全身麻酔下における障害者の歯科治療の流れ
村野彰行，山野由紀男，大和地正信
佐久間健太郎　　（千葉県立佐原）
　当科は口腔外科とともに特殊歯科を標榜しており障
害者の口腔保健を担ってきた。障害者の歯科治療にお
いて以前は抑制器具を使用して局所麻酔下にて治療し
ていたが，苦痛の軽減や安全性を考慮し，現在では全
身麻酔下での治療を積極的に行っている。また障害者
特有の環境の変化による不安を軽減するために日帰り
入院とすることも多い。従来と比較して患者本人なら
びに付き添い者の負担軽減に有効であると思われる。
　29． 上顎に転移した骨髄腫の 1例
嶋田　健（鹿島労災）
丹沢秀樹　　（千大）
　【症例】77歳女性。
　【主訴】右上臼歯部の鈍痛，右頬部の腫脹。
　【既往歴】68歳時，胸骨多発性骨髄腫。
　【現病歴】右側上顎臼歯部の鈍痛のため，近歯科医院
を受診。経過観察していたが，右頬部の腫脹も発症し
たため当科へ紹介。画像検査にて上顎洞を満たし，骨
破壊像を伴う腫瘍を認めた。病理組織診にて骨髄腫の
診断を得たため，放射線療法を行った。疼痛は制御さ
れ，局所再発もなく，現在経過観察中である。
　30． 口底癌患者の原発巣とリンパ節転移巣における
網羅的遺伝子発現解析
中津川周生，越路千佳子，山川賀子
品川泰弘，川又　均，今井　裕　　
（獨協医大）
　口底扁平上皮癌患者の原発巣とリンパ節転移巣にお
ける網羅的遺伝子発現解析を行い，癌肝細胞の概念に
基づいて頸部リンパ節転移に関する遺伝子の同定を試
みた。その結果，幹細胞形質の保持に関連するFgf4と
Tcl1が原発巣と比較して，リンパ節転移巣で高発現し
ていた。また，ネットワーク解析の結果，リンパ節転
移巣でFgf4とNanogを中心とする情報伝達経路が活性
化していることが明らかとなった。
　31． 舌扁平上皮癌患者における遺伝子解析を併用し
たセンチネルリンパ節生検の有用性
川瀬裕子，土肥　豊，麻野和宏
石川智子，増山裕信，川又　均
今井　裕　　　　（獨協医大）
　センチネルリンパ節生検を施行したT1・T2N0舌扁
平上皮癌17症例に術中迅速病理検査と遺伝子発現解析
による癌細胞の同定を施行した。その結果，病理なら
びに遺伝子検索の両者が陽性であったものが 2例，病
理陰性例で遺伝子解析が陽性であったものが 1例みら
れた。また，病理陰性であったが凍結保存標本の遺伝
子解析で陽性が 1症例，病理検査と遺伝子解析共に陰
性でも 1例で後発転移が認められた。
　32． マイクロアレイ解析による口底扁平上皮癌発生
細胞の検討 : 粘膜由来か?小唾液腺由来か?
泉　さや香，川瀬裕子，品川泰弘
中津川周生，川又　均，今井　裕
（獨協医大）
　口底扁平上皮癌 6症例に対し，マイクロアレイ解析
を行い，発生細胞の検討を行った。口腔粘膜上皮と唾
液腺で 3倍以上の発現差がある遺伝子917種類を用いて
クラスタリング解析を行うと，粘膜由来と小唾液腺由
来に分けることができ，さらに発生細胞を特定するた
めの遺伝子を12種類に絞り込むことができた。口底癌
が粘膜由来か唾液腺由来かを特定することは，治療方
針の決定に有用であると思われる。
　33． 軟口蓋腫瘍の治療法
中嶋　大，遠藤洋右（千大）
　過去 8年間の軟口蓋原発の悪性腫瘍 9例についてま
とめ，再建法や術後の機能を検討した。切除範囲が軟
口蓋に限局した症例では局所皮弁，有茎皮弁を用いて
再建した。切除範囲が咽頭側壁を含んだ症例では遊離
皮弁を用いた。術後の飲水開始，摂食開始までの日数
は切除範囲や再建方法によって大きく変わらなかった。
現在の機能では鼻呼吸障害は全例で認めず，鼻腔逆流
は 1例で軽度なものを認め， 3例は義歯の使用により
改善できた。
　34． 周術期管理・治療を要した特異な呼吸器疾患を
合併した口腔癌症例について
薄倉勝也，小野可苗（千大）
　当科で口腔癌根治的手術施行した324例のうち，術後
に呼吸障害を起こした43例について調査した。そのう
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ち術後に予期せぬ経過を辿った呼吸器合併症の 3症例
を報告した。術後合併症を防ぐ為に正確な術前評価を
行う事が重要である。予測不可能であった術後合併症
については正確な診断に基づいた最適な治療を行うこ
と，またそれを迅速に行うことが救命につながると考
えられた。
　35． 唇顎口蓋裂患者に対して同時に腸骨移植とAbbe
法を施行し，鼻口唇修正を行った 1例
増山裕信，土肥　豊，野村有希
加藤洋史，朝倉節子，川又　均
今井　裕　　　　（獨協医大）
　唇顎口蓋裂患者に対して同時に腸骨移植とAbbe法
を施行し，鼻口唇修正を行った 1例を報告した。症例
は19歳女性。唇顎口蓋裂を伴い出生，当科にて口唇口
蓋形成術・腸骨移植術・矯正治療まで施行されており，
鼻・口唇修正を希望した。鼻翼平坦化と白唇部組織不
足などの問題点を補う目的に鼻背部の腸骨移植とAbbe
法を併用した口唇修正術を施行した。術後経過は良好
であり，審美的にも患者の満足を得ることができた。
　36． 両側唇顎口蓋裂を伴ったロビノー症候群の 1例
博多研文，越路千佳子，和久井崇大
齋藤伸枝，瀬畑　香，川又　均　　
今井　裕　　　　　　（獨協医大）
　ロビノー症候群は1969年，Robinowにより始めて報
告され，胎生 8週の胎児を思わせる特異的顔貌を特徴
とするため，胎児様顔貌症候群とも呼ばれ，前腕の短
縮，低身長，性器低形成などがみられる極めて稀な疾
患である。今回，われわれは両側唇顎口蓋裂を伴った
ロビノー症候群の 1例を経験し，生後10ヶ月に口唇形
成術を施行したのでその概要と，若干の文献的考察を
加えて報告した。
　37． 当科において上下顎同時移動術を施行した顎変
形症患者の検討
志水大地，酒井英紀，石川智子
朝倉節子，博多研文，川又　均
今井　裕　　　　（獨協医大）
　当科において過去 8年間にLe Fort I型骨切り術なら
びに下顎枝矢状分割術を用いて上下顎骨同時移動術を
施行した顎変形症 9例（ 7例は唇顎口蓋裂合併）につ
いて臨床的検討を行った。その結果 9例中 8例（89%）
では明らかな後戻りはなかった。術後患者アンケート
調査の検討では，手術を受けた動機，術後の顔貌の満
足度，術前後の心理的変化，術後機能の面で，患者の
高い満足が得られたことが明らかとなった。
　38． 放射線耐性遺伝子LCN2に関する検討
伏見一章，鵜澤一弘（千大院）
　マイクロアレイ解析により，口腔扁平上皮癌におけ
る重粒子線ならびにX線関連候補 9遺伝子を選出した。
そのうちLCN2遺伝子について，定量的RT-PCR法に
より，遺伝子発現の変化を確認した。LCN2遺伝子に
ついて機能的解析を行い，in vitroの系でX線耐性遺伝
子である可能性が示唆された。今後は重粒子線につい
ても検討する。
　39． 口腔扁平上皮癌におけるRHAMMの発現と臨床
指標の相関
山野由紀男，鵜澤一弘（千大院）
　マイクロアレイ解析，ネットワーク解析により口腔
扁平上皮癌に関与する候補遺伝子としてRHAMMを選
び出した。細胞株・臨床検体を用いたmRNA，蛋白の
発現確認により癌組織でのRHAMMの有意な高発現を
確認した。また口腔癌臨床検体52例における免疫染色
では，癌の進展とRHAMM遺伝子の発現に有意な相関
関係が認められた。本研究によりRHAMMは，口腔癌
治療における候補遺伝子になる可能性が示唆された。
　40． 口腔扁平上皮癌におけるCEACAM1の発現解析
篠塚啓二，鵜澤一弘（千大院）
　マイクロアレイ，パスウェイ解析を用いて，口腔扁
平上皮癌細胞株で発現が減弱していた遺伝子群の中か
らCEACAM1遺伝子を選び出した。細胞株・臨床検体
では，口腔癌においてmRNA・タンパクレベルで明ら
かな発現減弱を認めた。また，CEACAM1の発現と臨
床指標との間に腫瘍の進展，予後に関して，有意な相
関を認めることから，CEACAM1が口腔扁平上皮癌の
治療ターゲットの候補になる可能性が示唆された。
　41． 口腔扁平上皮癌におけるZIC2の発現亢進
佐久間健太郎，鵜澤一弘（千大院）
　マイクロアレイ解析から，口腔扁平上皮癌細胞株で
発現している遺伝子の中で，最も高発現していたZIC2
遺伝子に着目した。この遺伝子が突然変異すると脳の
中隔を欠く全前脳症をひきおこすなど，脳神経領域で
注目されているが，最近悪性腫瘍との関連を示唆する
報告もある。mRNAの発現状態をReal-time RT-PCRで
確認したところ発現亢進に有意差を認めた。腫瘍進展
の臨床指標としての可能性が示唆された。
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　42． 口腔扁平上皮癌におけるHOXA10の発現解析と
その臨床的検討
大和地正信，鵜澤一弘（千大院）
　口腔癌由来細胞株と正常口腔粘膜上皮細胞の遺伝
子マイクロアレイ解析から165個の発現亢進が認めら
れた。IPAによるパスウェイ解析・機能分析にて核
内転写因子であるHomeobox （Hox） A10を選出した。
HOXA10はすべての細胞株においてmRNAの発現亢進
が認められ，免疫組織染色にてその発現量は腫瘍の大
きさと相関していたことから，HOXA10の口腔癌にお
ける腫瘍進展の潜在的腫瘍マーカーとしての有用性が
示唆された。
　43． 腫瘍標的ハイブリッドリポソームの開発
齋藤謙悟，白澤　浩
（千大院・分子ウイルス）
　腫瘍溶解ウイルスの蛋白とリポソームの融合処理に
より腫瘍標的リポソームを調製した。同リポソームは
肺扁平上皮癌細胞株 1株（Reaf La-Ci），シスプラチン
耐性口腔扁平上皮癌細胞株 2株 （Sa-3R， H-1R），口腔
扁平上皮癌細胞株 1株（HSC3）へ特異的に集積した。
以上から，腫瘍標的リポソームとして治療への応用が
示唆された。
